 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

朝鮮半島情勢と米国の新政権
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小此木政夫（慶應義塾大学）
ブッシュ政権の失敗
　１９８０年代中葉に本格化→体制維持（生き残り）の手段／抑止力と強制外交(DNI)

米朝「枠組み」合意(1994)＝核活動の「凍結」／非核化と米朝関係正常化→ＡＢＣ
９・１１テロ→「悪の枢軸」→ウラン濃縮の発覚／重油供給を停止→「凍結」解除

　政策＜道義／約4年間→約40kgのプルトニウム／核実験→米朝直接交渉／「無能力化」

      *「道義的に正しいことが政策的に正しいとは限らない」／先制行動、単独行動の失敗

強硬派vs.穏健派／交渉拒否→NPT脱退→六者会談→金融制裁→核実験→直接交渉

　　核兵器との「奇妙な共存」／六者共同声明(05.9)、初期段階合意(07.2)

　　北朝鮮／部分的な核実験成功、小型化・核ミサイルの未完成、制限されたプルトニウム
　　米国／不十分な申告、主要施設の無能力化、ウラン濃縮・拡散・検証の棚上げ
　　試行錯誤の末に８年前の位置に復帰できたか？／むしろ不利になった！
体制矛盾と変革シナリオ
体制矛盾／核兵器が完成しても、経済復興なしに生き残れない→開放改革の不可避性

開放改革と政治安定の非両立性→開放改革の進展が政治の不安定化を招来
体制競争での敗北、社会主義陣営の崩壊→地域・世界レベルでの「二重の敗北」

金日成の死亡、３年連続の自然災害→体制維持の危機／「苦難の行軍」

段階的な核放棄＝段階的な体制変革、その時間的余裕が残されているか？

不測の事態／金正日の突然死→危機管理体制→意思決定機能の低下→指導部内の権力闘争
スターリン死後／権力闘争の争点は経済路線、平和共存、個人崇拝→フルシチョフの勝利
危険なシナリオ／権力闘争→反乱、クーデタ、内戦（ルーマニアの事態）

だれが進駐するか、平和的に進駐できるか→共同管理／韓国への移管
ソウル金融・証券市場の破綻／通貨危機、国際金融危機以上の混乱
オバマ政権の北朝鮮政策
優先順位／①金融危機の収拾、②イラク、アフガニスタン、イラン、③その他（北朝鮮）
　　正常化／同盟重視への回帰、一貫性の回復、議会での完全多数→超党派的に注意深い外交

　　特徴／単独行動の回避＝国際協調・多国間主義→米朝直接交渉＋六者会談の枠組み維持

ブッシュ政権の遺産相続とクリントン外交への回帰？
Ｈ．クリントン国務長官、キャンベル国務次官補、北朝鮮和平担当特使→ヒル？
目標／危機回避の優先、完全な非核化→外交的な解決／非核化と米朝正常化のトレード・オフ
　　北朝鮮／早期の米朝関係正常化を熱望／2012年、金正日健康問題→急進展の可能性も
　　　　　　最初の6ヵ月／交渉が軌道に乗らなければ、再度の瀬戸際政策→第３次核危機も
金正日の健康不安をどう計算するか？→米朝双方に早期合意の必要性／日本も！
成功か失敗かの基準／２０１２年までに、「完全な非核化＝米朝正常化」を達成できるか
